
第 5章 まとめ

第 1節 条里型地割 について
尾端遺跡周辺域の条里型地割の状況について少し触れる。対象地の北方 654mの地点には推定南

海道が東西に延びる。また、西方 220mに は旧山田郡と三木郡の郡界線が南北に延びる。その南海

道及び郡界線を基に、北方の南海道周辺は規格的に条里型の地割が配されているが、第 104図でも

わかるように、尾端遺跡周辺は蓮池の西岸から平田池方向に延びる埋設谷、蓮池より吉田川方向に

延びる埋設谷及び本遺跡の立地する南北方向の低丘陵が地形を乱し、現在の地形より条里型の地割

を復元するのは困難である。

平成 809年度の調査段階では、「周辺に残る地割線を延長することにより本遺跡周辺及び対象地

内を通る坪界線を復元すれば、南海道より6町目 (里界)に 当たる東西の坪界線 (坪界線 A[本報

告の SD10・ 61]、 N10° E)及び二条の南北の坪界線 (坪界線 BoC[本報告の SD58・ 59])が復元

できる」とした。しかし、調査概報でも触れているように、「南北の坪界線のうち、坪界線 Cは先

に触れた地形の制約によるものと考えられ、南西方向に歪み、1町 (109m)四方の方格地割には

なりえていない」。その中より坪界線に合致する遺構、及びそのラインに規制を受けたと考えられ

る遺構を積極的に抽出すれば、「①地割溝群 [本報告の SD10・ 16～ 18・ 21な ど ]、 ② SD29[本報

告の SD58]・ 30、 ③ SD03[本報告の SD65]等の溝状遺構が挙げられる」としている。第 105図 1は、

本遺跡の遺構確認面のコンターライン図である。本遺跡が、南北に伸びる尾根の西側斜面に位置す

ることから、コンターラインが比較的整然と南北に描かれる。これは、本遺跡で確認された溝状遺

構がこのコンターラインと直行する形で設けられていることも、地形的には合理的な設けられ方で

あったといえる。また、部分的に平坦面を作り出しており、こうした面に掘立柱建物跡が確認され、

掘立柱建物跡が必ずしも条里型地割方向に合致しないことにも留意する必要がある。

以上のことから、本遺跡で確認される「建物、溝状遺構の方向」が、一概に条里型地割を意識し

たものと即断できず、地形的な制約のもとに形作られた可能性もあり、本報告では判断を留保せざ

るを得ない。

第 2節 遺構 の変遷
本遺跡で確認された遺構については、第 3章第 3節で記述した。全体的に遺物量が少なく、時代

が特定される遺構は限られている。遺構の重複関係や方向性、包含層との対比にも留意して遺構の

変遷について概観する。第 105・ 106・ 107図は、本遺跡における遺構の変遷図である。

なお、時期区分については本文でもふれたように、 三木町小谷窯跡出土須恵器の編年 (信里
2002)で使用されている飛′鳥・平城の編年で補っている。

I 弥生時代終末期～古墳時代前期
この時期に比定できるのはSD36のみである。Ⅲ区で検出されたが、V区側に伸びない。V区側

では削平された可能性が高い。また、この時代の遺構が北偵1に広がる可能性もある。

Ⅱ 古代
① 飛′鳥I(7世紀第 1四半期)
この時期の遺構も単発で、SK02のみである。集落遺跡としては成立していない段階と考えられる。
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② 様相 1(7世紀第 2四半期)
この時期から集落が形成され始める。Ⅱ区で検出された SB04と I区・Ⅱ区にまたがるSDllが

この時期である。SB01も SB04と 同一方向であること、近接することから同一時期の可能性が高

いと判断している。集落の中心は北側調査区外に伸びるものと考えられる。

また、SX04は この時期の遺物が出土しているが、後述するSX05か ら派生するSD53と つなが

ることから、SX05と 同一時期の様相 4の時期の可能性もある。

③ 様相 2(7世紀第 3四半期)
SD09は、SD10と 重なり全体像は明らかではないが、この時期の唯一の遺構である。遺物の出

土はないが、SD06は SD09と 同一方向にほぼ並行して伸びることから、同一時期と推定している。

また、方向性や前段階の SB01・ SB04と SDllの あり方に類似することから、SB02・ SB03も こ

の時期の建物跡と推定できるのではないだろうか。

④ 様相 3(7世紀第 4四半期)
この時期には SB08・ SB14・ SX01が見られる。SB08と 同規模 。同方向の SB07も この時期と考

えられる。この時期になって、丘陵の高い地点に集落が広がる傾向が出始めたと考えられる。最上

部にあるSB14は調査区内では単独の検出であるが、丘陵の先端部 (北側)に同時期の建物跡が広
がる可能性が高い。

⑤ 様相 4(8世紀初頭)
SB10・ SBll・ SD10 0 SD16・ SD17・ SD18・ SD20・ SD21・ SD27・ SD52・ SD53・ SD54・ SX05

がこの時期に比定される遺構である。建物跡がいくつかの平坦面に見られ、出水遺構と考えられ

るSX05が検出されたことから居住環境の整備が進んだものと考えられる。また、SD10・ SD16・

SD17・ SD18・ SD20。 SD21な ど、畠区画と考えられる溝群も検出されており、生産域の一部も整

備されたと考えている。SD27や SX05と の位置関係を踏まえて SB05。 SB06・ SX03も 同一時期と

推定される。また、SB12も SBllと 同一方向で近接することから同一時期と思われる。

⑥ 平城Ⅱ (8世紀前半)
この時期にはSD65のみとなり、他の遺構は検出されていない。集落の廃絶段階と考えている。

Ⅲ 近  世
近世になると、SB18・ SB19。 SD33・ SD61・ SD79。 SD90。 SD95。 SKll・ SK57・ SK63・ SK79・

SK80。 SK81・ ST01・ ST02・ ST03・ ST04・ ST05・ SE01・ SE02・ SX07等の遺構が検出されており、

丘陵頂部に集中している。周辺の溝群との関係からSB17も この時期の所産と考えられる。丘陵頂

部には、ほぼ南北に墓が並んでおり、土坑として取り上げたものの中にも墓が含まれている可能性

が考えられる。

以上のように、本遺跡は低丘陵上に営まれた 7世紀後半～ 8世紀初頭を中心とする集落跡である

が、丘陵を横断する形での調査であるため、南北への広がりは不明である。集落の構成も、丘陵上

に造成されたテラスを中心として形成されているため、建物跡の密集は確認できていない。総柱建

物跡が相対に多いことから倉庫群の可能性も残されている。このことは、生活雑器である土器の出

土量が少ないことからもうかがえる。今後の周辺調査により、本遺跡の性格がより明確になること

を期待したい。

また、近世の墓等については今後の検討を待たねばならないが、墓地の形成とこれに付随する建

物の性格を特定させる材料が検出されていない状況であり、可能性の指摘に留めざるを得ない。
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第 105図 遺構変遷図 (1)
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様相2(7世紀第3四半期)

様相3(7世紀第4四半期)

第 106図  遺構変遷図 (2)
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様相4(8世紀初頭)

平城 I(8世紀前半)

第 107図 遺構変遷図 (3)
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版図



図版 1

SB群全景 (西から)

SB群全景 (東から)



図版 2

SB群・下位 SD群全景 (東から)

SB01 0 02全景 (西から)



図版 3

002選螢拝き (F菊 から)

SB01 0 02全景 (南 から)



図版 4

SB01全景 (南 から)

SB01(Pit06)土層断面 (東 から) SB02 (Pit02)■ j雪凶千[函  (1西 から)

SB02 (Pit04)■ J薔困テロ函 (F菊から) SB02 (Pit06)■ j雪凶千F面  (,東 から)



SB02(P109)土層断面 (東から)

図版 5

SB02(P109)遺物出土状態 (東から)

SB02 0 03 0 041鐘 輝き(西から)



図版 6

SB02 0 03 0 041螢 輝き(南から)

SB03・ 04全景 (南 から)



図版 7

SB03・ 04`螢拝き (詳51西から)

(P105)土層断面 (南から) SB04 (Pit66・ Pit03)■ J冒困テ1函  (Jヒから)

SB04(P1462・ P104)土層断面 (北から) SB04(P107)土層断面 (北から)


